
知立市議会議会改革のあゆみ
《議会基本条例編》

知立市議会
議会改革特別委員会



1．議会改革推進の背景

□ 地方分権社会における市議会の役割・責任の増大

□ 議会活動及び議員活動に対する市民の疑問や批判

市議会に対する改革の必要性

議会と議員の行動指針の明確化



2．議会基本条例制定の経過

平成22年12月定例会
議会改革特別委員会 全会派一致にて設置

平成23年11月 市民アンケート実施

政策部会
15回開催

作業部会
12回開催

特別委員会
31回開催

平成25年1月25日～2月7日（14日間） 市民からの意見募集

平成25年2月 条例案確定 3月定例会にて全会一致で可決・制定



3．議会基本条例制定の趣旨

議員が行動する議会 市民に開かれた議会 議員が議論する議会

議 会 改 革

二元代表制における議会機能の強化

議 会 の 活 性 化

市政の発展 市民福祉の増進



4．市政のしくみと二元代表制
□ 二元代表制

日本国憲法第93条第2項

議員と首長をともに住民が選挙する制度を規定

□ 市政のしくみ

住 民

選挙 選挙

議 会 市 長

議案・予算の提出、解散

監視・議決、不信任決議

独立対等、相互にけん制、緊張感
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６．基本条例の骨子

これらの3本柱の実現に向けた議会運営の
理念、その理念を具体化するための制度、
活動原則などについて定めています。

① 「市民に開かれた議会」

② 「議員が議論する議会」

③ 「議員が行動する議会」



７．特徴①「前文、目的・基本理念」

① 前文、目的・基本理念は、日本国憲法の前文の理
念を基本とし、市政は市民の負託によるもので、そ
の権利の源は市民にあるとし、主権在民を基調と
する民主主義の原理を明記しました。

③ 憲法第93条第2項に規定される二元代表制を再
認識し、この制度のもとで議論を充実させ、議会の
活性化を図り、市民の負託にこたえることを目指し
ています。

② 憲法第93条第1項に規定される代表議事機関と
して、地方自治の本旨の実現を目指しています。



８．特徴②「市民に開かれた議会」

条例全体に、公正・公平で民主的な議会運営、情報公開や透明性、
説明責任を重視することを明記しています。

第9条「議会の公開や公聴会、参考人制度の導入、請願・陳情の提出者の意見を聞く機

会の保障」 （平成23年9月定例会から実施）

第10条「議会報告会の開催」

（平成23年12月から定例会ごとに開催してきたが、新型コロナウイルスの影響で、
会場での開催を見送り、委員会報告をHPに掲載し、メールで意見募集をし
たり、オンライン会議システムで開催したり、工夫しながら市民との交流を確
保してきた。令和３年８月６日の第３６回議会報告会は、市議会として初の
高校生議会を開催しました。）

第18条「委員会と市民・団体との意見交換会や出前講座の開催」 （平成23年6月、
26年10月、27年7月、29年3月、31年4月、令和元年８月に出前講座）

第22条「一般質問録画映像インターネット配信」 （平成23年3月定例会から実施）

「質疑録画映像Youtube配信」 （令和3年9月定例会から実施）



９．特徴③「議員が議論する議会」
「議員が行動する議会」

第11条「一般質問の一問一答制、市長以下執行部
に反問権を認める」

（平成21年12月から一問一答、反問権については、平成23年
12月定例会から趣旨確認の範囲で認め、令和2年12月定
例会から一般質問に対する市長の反問を認める）

第13条「予算・決算における政策説明資料の要求」

第16条「議員相互の自由討議による合意形成」

第17条「政策討論会の開催による、政策立案・政策
提言の強化」

等の制度を規定しました。



１０．特徴④「基本条例に関連した
議会例規の整備」

① 議員定数：第24条「議員の定数は、別の条例で定め、改正
に当たっては、市民の世論や市の将来予測などを踏まえ総
合的に検討する」と規定し、平成25年6月定例会で、議員
提出議案として議員定数条例の一部を改正する条例を賛
成多数で可決しました。

（平成26年8月の市議会議員一般選挙から、定数23⇒20人）

② 議員の政治倫理：平成24年3月定例会で、議員提出議案
として議員政治倫理条例を賛成全員で可決・成立しました。

③ 第14条「地方自治法第96条第2項の規定に基づく議会の
議決すべき事件の拡大（全14の計画と都市宣言）」



１１．制定後の活動

議会基本条例
3月定例会 可決・制定

議会改革の
最終目標ではない

平成25年4月1日施行

主要課題・議会運営の総点検

条例を遵守した市民に身近で
開かれた議会運営の実践

条例に規定した内容を
実践するしくみづくり

形だけの条例

生きた条例
実効性のある条例

議員間の自由闊達な議論
更なる議会改革の推進

議会の活性化

市政の発展
市民福祉の増進

×
○



（参考）議会改革のあゆみ(抜粋)

◼ 平成22年12月議会改革特別委員会を設置

◼ 平成24年２月第１回議会報告会を開催

（参加者約300名）

◼ 平成25年３月議会基本条例を制定

◼ 令和元年議会改革度ランキング全国27位

◼ 令和２年８月議会のデジタル化に向けた

タブレット導入決定（令和３年２月導入）

◼ 令和３年２月ペーパーレス会議システム導入・運用開始

◼ 令和３年４月議会モニター制度開始

◼ 令和３年５月オンライン議会報告会開催

◼ 令和３年８月第１回高校生議会開催

◼ 令和３年11月 マニフェスト大賞優秀躍進賞受賞



議会改革のあゆみ・改革取組
《基本編》

知立市議会
議会改革特別委員会



１２．議会報告会

① 平成24年2月に第１回開催（平成23年12月定例会分）

② 年4回、定例会ごとに開催、令和３年11月3日に37回
目を開催。会場は主に中央公民館だが、コロナ禍を機に、
オンラインでの開催も始めた。

③ 常任委員会報告と意見交換会が基本。他に、市民と議
員の合同研修会やタウンミーティング形式の意見交換。

④ 全議員参加、議員自ら準備を含め、手作りで行っている。

⑤ 議会報告会の記録は、議員が要点筆記で作成。議会報
告会でのアンケート結果等の開催結果と市民からの質
問に対しての回答書をホームページ等で公開



１３．自由討議
① 平成24年12月定例会から導入

② 運用：実施要綱や運用基準に基づき、委員会にて実施

③ 対象案件：すべての議案及び請願・陳情

④ 時期：質疑終了後、討論開始前に委員長が諮り開始する。

⑤ 時間：1案件につき30分以内。ただし、委員長の判断により
延長することができる。

⑥ 実施例

・中小企業振興基本条例において修正案が討議され、継続
審議となり、次の定例会において修正案可決。

・総合計画、文化芸術基本条例において附帯決議が討議さ
れ、本会議において決議案可決。

⑦ 課題：機会を設けているが活かせておらず、基本条例第16
条を再認識し、議論を尽くすように努める。



１４．議決事件の拡大

① 平成25年3月定例会 議員提出議案として「知立市議会
の議決すべき事件を定める条例」を賛成全員で可決・成立

② 地方自治法第96条第2項の規定に基づく議会の議決権
の拡大

※ 計画等全14件（まちづくり基本条例による1件を含む。）

男女共同参画プラン、公共施設等総合管理計画、地域
福祉計画、障がい者計画、子ども・子育て支援事業計画、
健康知立ともだち２１計画、環境基本計画、一般廃棄物
処理基本計画、緑の基本計画、都市計画マスタープラン、
水道ビジョン、下水道ビジョン、文化芸術推進基本計画、
総合計画（まちづくり基本条例で規定）

※ 都市宣言（令和３年４月１日時点）

生涯学習都市宣言、平和都市宣言



１５．政策提言①

① 基本条例第17条に、「議会は、市政に関する重要な政策
及び課題について、議会としての共通認識の醸成を図り、
合意形成を得て、政策の立案及び提言の強化を図るた
め、政策討論会を開催するものとする。」と定め、政策討
論会実施要綱を策定した。

② 実績としては平成26年4月に第1回開催、平成26年度
に計8回開催→政策テーマ：平成26年度における議会
の議決すべき事件であった5計画を協議したが、政策提
言の手法として会派主体の取り組みであったため、主張
の異なる意見が散見され、ほとんど機能しなかった。



１６．政策提言②

① 平成27年10月～平成28年6月 第9～11回開催

② 政策テーマ：地方創生

③ 地方創生に関する政策提言書（平成28年6月29日提言）

④ 政策討論会実施要綱で定めた幹事会としての議会改革特
別委員会内に、各会派１名ずつの6議員で構成されたプ
ロジェクトチームを立ち上げ、計9回の協議を重ね、 「知立
市人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略」の4本の
柱を基にした6項目からなる政策提言書を作成し、市長に
提言→知立市議会初の全会派一致の政策提言書



１７．政策提言③-1
① これらの反省を踏まえ、また、さらなる議会の機能強化の

一環として、常任委員会からの政策提言に方針を変更し、
委員会改選後に１年間の政策テーマを協議し、それに従っ
て行政視察も含めて所管事務調査を実施し、任期末に委
員会として政策提言書をとりまとめ、市長に提出すること
とした。

② 令和3年度からの取り組みだが、3つの常任委員会のうち
2つの常任委員会で提言書をまとめて、市長に提出した。

③ 市民福祉委員会から提言された「循環型社会の実現に向
けた取り組みについて政策提言」では、市として取り組み
が弱かった「古布」の回収事業が実施された。

④ 建設水道委員会から提言された「インクルーシブな未来の
公園づくりに向けた政策提言」は令和6年度予算化された。



１７．政策提言③-2

① 令和4年度は3常任委員会で提言書を市長に提出した。

※詳細は市議会ホームページをご確認ください

② これまでの知立市議会で慣例的に行われてきた、会派や
個人の提言と、議会の公的機関である委員会からの提言
の威力の違いが、議員のみならず執行部にも認知される
ようになり、3年目となる今年度も3常任委員会で熱心に
議員間討議が行われている。

③ 委員会からの政策提言がなかったころは、委員会の行政
視察も視察先を漠然と決めていた傾向があったが、政策
提言を目標にして、テーマを固めその目的にあった視察先
を求めるようになり、行政視察の効果が市民にも見える化
するようになった。



１７．政策提言③-3

議会改革の大きな目的として、行政に対する

単なる監視機能、チェック機能だけではなく、市

民福祉の増進のための政策提言が行える議会

となることは、大きな成果と捉えている。今後も

継続して、各委員会でテーマを定め、提言書を

まとめていくことを目指しています。



１８．予算・決算委員会

① 設立：平成26年8月臨時会 全会派一致で常任委員会と
して設置

② 構成：全議員

③ 経緯：予算・決算審査における分割付託は、議案不可分の
原則、議案一体の原則に反することから、予算・決算委員
会を設置し、一括付託とした。詳細な審査・調査を行うた
め、委員会に３つの分科会を置き、委員会が付託を受け
た議案等のうち、それぞれの所管の予算・決算に関する事
項を分担して審査・調査することとした。ただし、分科会で
の表決は行わない。



１９．議会BCP（業務継続計画）

① 平成28年2月22日 「知立市議会における災害発生時対
応要領」及び「知立市議会における災害発生時の行動マ
ニュアル」を策定

⇒災害時における議員としての役割や行動を明確にする
もの。災害時には必要に応じて議会内に「知立市議会災

害対策会議」を設置…コロナ対応でも逐次開催

② 令和元年5月 「知立市議会BCP（業務継続計画）」を策定

⇒大規模災害などが発生した非常事態において、二元代
表制としての議事・議決機関、住民代表機関としての議
会が、迅速で正確な意思決定と多様な市民ニーズに対応
できる議会機能の維持を図るため、必要な事項を定めるこ
とにより、災害被害の拡大防止、議会機能の早期回復及
びその維持を図る…感染症にも対応する規定



２０．政務活動費

① 平成28年度から見直しを行い、「知立市議会政務活動費
の手引き」を平成29年4月1日作成（「申し合わせ」から
「手引き」に改訂）

② 旅費については、実費とし、旅行雑費を支給しない。宿泊
料については、知立市職員旅費条例に規定する市長、副
市長及び教育長の金額を上限とし、実費とした。

③ インターネットでの公開について、公開済の収支報告書に
加え、会計帳簿、視察報告書、領収書を追加

④ 支給対象を「会派」から「会派及び会派に属さない議員」に
変更



２１．議員報酬等特例条例

⚫ 令和元年6月定例会 議員提出議案として「知立市議会の
議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の
特例を定める条例」を賛成全員で可決・成立

⚫ 議員が議会の会議等を長期間欠席した場合又は市民の信
頼に反する行為をした場合における議員報酬及び期末手当
の支給について特例を定める。

⚫ 90日を超えて議会の会議等を欠席した場合、その期間に応
じ、議員報酬及び期末手当を20％から50％減額する。

⚫ 刑事事件の被疑者又は被告人として逮捕、勾留等の処分
を受けたときは、議員報酬及び期末手当の支給を停止し、
有罪判決が確定したときは、不支給とする。



議会改革のあゆみ・取組編
《デジタル化・オンライン化》

知立市議会
議会改革特別委員会



２２．市議会のデジタル化①

⚫ 平成23年4月 議会改革検討項目にICT化を明示（インター
ネット録画配信・LIVE中継、会議録検索システム、タブレット
の導入、電子機器使用許可、文書の電子化、メール配信）

⚫ 平成24年～ 先進自治体視察（流山市、取手市、鯖江市、
大津市、安城市、堺市、奈良市、立川市、町田市）計9市

⚫ 平成27年～ ペーパーレス会議システム研修（3回実施）

⚫ 議会基本条例第22条第２項においても 「議会は、情報通
信の技術の発達を踏まえ、本会議の審議の状況等を生中継、
録画放送、インターネット等の多様な手段で公開すること等
により、より多くの市民が議会及び市政に関心を持つよう努
めるものとする。」と明示したが、本格的なデジタル化・ICT化
には時間を要した。



２３．市議会のデジタル化②

① 平成23年３月 市議会のインターネット動画配信スタート
（PC版）

② 平成26年12月 本会議の会議録検索システム導入

③ 平成27年９月 議場に大型モニター設置と電子表決シス
テムの導入

④ 平成28年３月 委員会の会議録検索システム導入

⑤ 平成28年10月 市議会だより編集委員会における調査
目的のための電子機器の使用許可

⑥ 平成29年４月 議員と事務局間の連絡をＦＡＸからメール
に一元化

⑦ 平成29年９月 議会資料のホームページ掲載（一部実施）



２４．市議会のデジタル化③

⑧ 令和元年６月 議会だよりをアプリ「マチイロ」で閲覧可能

⑨ 令和元年８月 議会インターネット動画がＰＣのみからスマ
ホ・タブレットでも視聴可能

⑩ 令和元年12月 議会資料のホームページ掲載（告示日に
全部掲載）

⑪ 令和２年２月 「知立市議会におけるタブレット端末及びス
マートフォンの使用に係る運用基準」を制定し、一部の会
議においてタブレット等電子機器（私物）の使用を許可

⑫ 令和2年5月 コロナ禍で「書面・対面・接触」のリスクを回
避する中で、「議論を止めない」、「公開を止めない」ために
電子化・オンライン化の必要性が再認識される



２５．市議会のデジタル化④

⑬ 令和２年６月 議場モニターへの電子資料表示を可能に

⑭ 会派室のパソコンを使用して、会派代表が事務局とZoom
会議を試験的に実施。全員協議会でZoom会議を体験

⑮ 令和２年８月 第121回議会改革特別委員会で、タブレッ
トの導入が決定

⑯ 令和２年９月 委員会条例の改正「開催の特例（オンライ
ン会議）の追加」。議会BCPを補完する「知立市議会新型
コロナウイルス感染症対応指針」を策定し、委員会オンラ
イン開催のフローを明示。

⑰ 令和2年10月 第33回議会報告会をコロナ対策として
Zoomによるオンライン開催や、YouTube配信も検討した
が、スキル不足により断念⇒コロナ対策をして対面で開催



２６．市議会のデジタル化⑤

⑱ 令和３年１月 議会フロア無線LAN環境整備

⑲ 令和３年２月 議会防災訓練と災害対策会議をオンライン
で開催

⑳ 令和３年２月 情報通信端末機器タブレットの導入、ペー
パーレス会議システムの導入、グループウェアの導入

㉑ 令和３年２月 「知立市議会情報通信機器運用基準」を策
定し、3月定例会より公式の会議で電子通信機器の運用
を開始。議員、理事者共にペーパーレス会議が可能になっ
た。1年間は試行期間として、紙資料の配付も併用し実施。

㉒ 令和３年５月 第35回議会報告会をオンラインで開催

㉓ 令和３年８月 オンライン委員会運営要綱を策定



２７．市議会のデジタル化⑥

㉔ 令和３年11月 第37回議会報告会をハイブリッド（対面参加
とオンライン参加）方式で開催

㉕ 令和４年３月 試験運用を終了し、原則紙資料の配布を終了

㉖ 紙資料を製作しなくなったことにより、これまで傍聴者に配布
していた参考資料がなくなってしまった。代わりに会議資料を、
ペーパーレス会議システムのタブレット画面をスクリーンに映す
ことを始め、これによりこれまで以上に、内容が傍聴者に伝わ
るようになった。

㉗ 令和４年９月 建設水道委員会出席者が濃厚接触候補者と
なり、常任委員会にオンラインで出席し、質疑、採決に参加し
た。

㉘ 令和４年11月 議会運営委員会出席者が のため、議会
運営委員会にオンラインで出席し、協議に参加した。



２８．市議会のデジタル化⑦

⚫ これらの経験を通じて、全議員がオンラインの利便性と
可能性を実感し、今後は議会運営以外に、研修や議会
報告会等もＩＣＴを有効活用して行っていこう、という方
向性が確認され、その後の改革につながっている。

⚫ 現在は、オンラインでの視察受け入れや、研修の依頼も
行っており、時間や場所に捉われず議会活動が活発に
なる。

⚫ 有事の際でも「公開を止めない」、「活動を止めない」、
「議論を止めない」ために有効な手段。さらに有効に活
用するためのプロジェクトチームを発足した。

⇒議会DX推進PT



プロジェクトチームの発足
「知立市議会ＤＸ推進ＰＴ」

知立市議会ＤＸ推進ＰＴの発足
◼ ＤＸ推進のＰＴだが、精通した議員と、そうでない議員のハイ

ブリッド構成

◼ 精通した議員だけだと、方向性が偏りがちになる。様々な立場
の議員の声を聴き、何がわからないのか、どこが不便・不安な
のか把握しながら、チーム議会でＤＸを推進していく

タブレットの導入（契約行為）やハード面の整備は事務局主導
（システム運用やアプリについても事務局主導になりがち）

便利に使いたい議員と

管理したい事務局の間に齟齬

運用や利便性の向上について、議員主導で検討する組織が必要



２９．市議会のデジタル化⑧

コロナ禍が転機となる。

デジタル化の有用性が認知され、知立市議会でも
導入が一気に進んだ。

議会のICT化は、単なるペーパーレスに留まらず、タブレ
ットやクラウドなどの活用により、情報収集、情報処理、
情報伝達、情報共有などの能力向上につながり、議会活
動が活発になる。

知立市議会では、 10年前からICT化の議論をしてきた
が、普段使っていない人にはその利便性がなかなか理解
されず、進まなかった。



３０．市議会のデジタル化⑨

【導入の効果】

① 紙資料が減少し、紙代・印刷代・管理労務費が削減で
きた

② 資料閲覧が簡単になり、労力と時間が節約できた

③ データを携行することで、市民への説明の際にも有効
に活用できた

④ 情報の送受信が迅速になり業務の迅速性が向上した

⑤ オンラインで会議を開くことができるため、時間・場所を
問わなくなった

⇒結論：慎重派も積極的に活用（自前PCも活用）



３１.オンライン議会報告会①
◼ 令和3年5月 第35回議会報告会を、初めて市民とオン

ラインでつないで開催

⇒直前までリアルで開催するかオンラインに切り替え
るか迷ったが、リスクを感じながら市民を集めて開催す
ることには抵抗感がある。

◼ このコロナ禍だからこそ、市民とつながりたい（声を
聴きたい）のに、集まれない歯がゆさ

⇒オンラインが解決策

◼ 議員は議事堂委員会室に参集し、市民はオンラインで
参加する「ハイブリッド方式」を採用。

※この地域では初の取り組み

⇒地元ケーブルテレビでトピックになった。



地元ケーブルテレビや新聞の地方欄で紹介









３２.オンライン議会報告会②

◼ オンライン参加者48名（うち議員20名）

⇒急な変更により周知期間が足らなかったが、市の公
式LINEアカウントや議員のSNSなどを通じて拡散

◼ 28名の参加者のうち11名がアンケートに回答

⇒Google Formの利用で、参加者の声を聴くことがで
きた。令和2年5月の際は、HPでの報告のみとし、メール
での意見・感想を募集したが、反応は「0件」だった。

◼ 年代も通常よりも若く、初参加が多くみられた

⇒リアルの開催と、参加人数の大きな変動はないが、
これまでとは異なる参加者が多く、ある意味では「新た
な手法により、新たな参加者を得る」ことができた



オンライン議会報告会③（議員の感想）

◼ 説明者による共有画面操作での説明は、会場でプロジェク
ターを見るよりもわかりやすい

◼ 運営としては、オンライン参加者が会場と同じ臨場感で参
加できるように、オーディオインターフェイスなどを使用
して会場のリアルな音声と映像を配信する必要がある。

◼ 議会広報（「こんにちは知立市議会です」5月1日発行）で
の案内では、オンラインの可能性も含みながら、リアル開
催での案内だったため、当日会場に来た市民がいた。

次回以降の開催は、リアルでの開催を主軸に、オンラインで
の参加も可能なハイブリッド方式を通常方式とする（決定）



オンライン議会報告会④（まとめ）

◼ 初めての試みで市民の参加があるのか不安もあったが
、広報（ホームページ等）だけでなく、個々の議員の
声かけ（SNSを含む）は必要（実施に関する議員間の意
識の格差は止む無し）。

◼ 技術的な不安は、人材が居なければ学びながらクリア
していくしかない（自分が汗をかく。ネットには情報
が溢れている）。

◼ 技術的な検証やオンラインならではの運営方法につい
て、協議を重ねてこぎつけたが、新たな市民の参加や
、非接触・非対面での交流が実現することができ、新
たな住民参画の形が見えた。



第６波の感染拡大を受けて
⚫ ２月５日に開催予定「第38回議会

報告会～市民と議員の合同勉強会
～（講師：土山希美枝教授）」

⚫ 新型コロナウイルスの感染拡大を
受けて、愛知県に「まん延防止等
重点措置」が適用

⚫ 議会報告会は基本条例に規定した
、不要不急ではない議会にとって
大切な事業

⚫ 市民を会場に集めるのではなく、
会場と市民をオンラインでつない
で、講演＆意見交換会を実施した



オンライン視察・オンライン研修

◼ オンラインを活用して、視察の受け入れを実施し
ている。

◼ 議会改革特別委員会の研修を、会津若松市議会の
目黒議員を講師として招き、オンラインで研修を
行った。



３３.オンライン委員会開催に向けた例規整備

◼ 令和2年4月30日の総務省自治行政局行政課長の通知「新
型コロナウイルス感染症対策に係る地方公共団体におけ
る議会の委員会の開催方法について」が発信され、地方
自治法第245条の4の規定に基づく「技術的な助言」とし
て、条例や会議規則等に定めることにより、感染症のま
ん延防止措置の観点等から、参集が困難と判断される実
情がある場合に、オンラインで委員会を開催することは
差し支えないとの見解が示されたことから、知立市議会
においても、令和2年9月9日に委員会条例を改正した。

【総務省通知】

https://www.soumu.go.jp/main_content/000750362.pdf

【Q＆A】

https://www.soumu.go.jp/main_content/000698485.pdf



知立市議会委員会条例（開催の特例）

第15条の2 委員長は、重大な感染症のまん延防止措置の
観点から又は大規模な災害等の発生等により委員会の開催
場所への参集が困難と判断される実情がある場合には、映
像と音声の送受信により相手の状態を相互に確認しながら
通話をすることができる方法（以下「オンライン」という
。）を活用した委員会を開催することができる。

2 前項の場合において、委員は、委員会にオンラインに
よる出席を希望するときは、あらかじめ委員長の許可を得
なければならない。

3 前項の規定により委員長の許可を得て委員会に出席し
た委員は、次条、第17条第１項及び第30条第１項の出席委
員とする。



知立市議会委員会条例改正

第15条の2

4 オンラインを活用した委員会の運営に関して必要な
事項は、議長が別に定める。

※詳細については「議長が定める」としたまでで、実際
には何も決まっていなかった。

具体的な運営要綱を設置したほうが、安定的な議会運営
が図れるのではないか？という提案により、議長の指示
を受けて、議員有志と議会事務局の協働で要綱の作成に
取りかかった。



３４．オンライン委員会運営要綱

要綱の作成では、先進的にオンラインに取り組んでいる
議会、その中でも要綱の有無があり、要綱等がインター
ネット上に公開されていた「大阪府」「大阪市」「熊本
市」「横須賀市」「芽室町」の各議会の成果品を参考に
知立市版をまとめた。

議会改革特別委員会、議会運営委員会で承認され、令和
3年8月31日付で制定し、令和3年9月定例会より運用でき
るようになった。



オンライン委員会対応マニュアル

運営要綱に記載された内容を、すべての議員（委員長）が
理解できるように、対応マニュアルを作成し配布。

令和４年２月に、各常任委員会でオンラインを活用したリ
ハーサルを実施し、有事に備えた。

改選後ではあったが、令和４年９月定例会において、委
員会をオンラインで開催することとなり、準備が活かせ
た。→これも議会BCPの理念



３５．市議会のデジタル環境

⚫ タブレット端末：iPadPro12.9ｲﾝﾁ※

⚫ ペーパーレス会議システム：SideBooks

⚫ グループウェア：サイボウズOffice

⚫ Wi-Fi環境：SSIDステルス機能

⚫ 通信費：1/2公費、1/2政務活動費

※市議会の備品として購入し、
議員に貸与

・Appleペンシル、カバーも貸与

・キーボード等は個人で準備



議会改革のあゆみ改革取組編
《市民に開かれた議会》

知立市議会
議会改革特別委員会



３６.市民に開かれた議会

市民福祉の増進に努める議会とは？

＝市民との交流はどれほどあるか？

⇒議員個人としては、支援者や地元住民と
の交流はあるが、議会としては、市民とどの
ような関係を築いているか？

議会報告会を定例会ごとに開催し、第２部
の意見交換会で市民の声を聴いてきたが、さ
らに充実させる制度として、新たに導入。

① 議会モニター制度

② 高校生議会



３７.市民に開かれた議会①

議会モニター制度…知立市議会の機能強化の一環と
して、市民の意見を活用し、市民の信託に応える議会
運営をめざす市民参画制度の１つとして導入。

（議会基本条例第４条第２項、３項、４項）



議会モニター制度

議会モニター制度とは…

市民から議会活動や委員会
活動、議員活動についての
意見、要望等を聴取し、よ
り市民ニーズを反映した議
会運営を図り、市民の信託
に応える議会にするために
議会モニター制度を設置し
た。



議会モニター制度

活動内容…議会モニター設置要綱第２条

・議会本会議や委員会等を傍聴し、議会
運営に関する意見の提出

・議会報告会等の協議調整の場、市議会
だより及び市議会ホームページに関する
意見の提出

・議会が行うアンケート調査への回答

・議会モニター会議及び懇談会への出席



議会モニター制度
モニターの募集・・・議会モニター設置要綱第３条、４条

◼ 応募資格

・議会運営に関心がある満18歳以上の市内在住、在勤または
在学の人

・国会議員または地方公共団体の議員（過去に同議員であっ
た人も含む。）でないこと

・国または地方公共団体の常勤の公務員でないこと

・過去にモニターに委嘱されたことがないこと（定数に満た
ない場合は、この限りではない。）

◼ 募集人数…公募は３人程度（その他議長推薦もある）

◼ 任期…１年（１回限り再任を認める）

◼ 謝礼…無償



議会モニター制度
モニター会議…年に2回議会モニター会議を開
催し、年度初回は専門的知見からの助言として
、法政大学法学部土山希美枝教授にご講演をい
ただき、議員と意見交換を行いました。

令和5年度議会モニター会議の様子



本会議におけるスクリーン
への資料提示

◼ 知立市議会では、全ての本会議資料を告示日にホ
ームページに掲載し市民に公開し、会議傍聴者に
は紙資料を閲覧できるよう、議会事務局窓口で貸
与していた。

◼ ペーパーレス化の推進および議会資料の閲覧性向
上のため、令和4年度から傍聴者への紙での資料配
付・貸出を廃止し、スクリーンにて資料を閲覧で
きるよう、資料の提供方法を変更した。

◼ 定例会・臨時会の資料は、引き続きホームページ
の定例会・臨時会資料のほか、市役所5階の図書・
資料室で閲覧できる。





３８.市民に開かれた議会②

高校生議会…選挙年齢の引き下げにより、政治や選挙が身近
なものとなった高校生に、議会活動を体験してもらい、地方自治
への関心を高めてもらうとともに、高校生の視点から広くまちづ
くりについての意見を聞き協議する機会を設けることを目的とし
て開催。



高校生議会

開催の背景

• 2020年の市制施行50周年にあわせて、市議会50
周年記念事業として企画されたが、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により、開催は見送られ
た。

• 企画段階で高校側と準備を進めてきた中で、記
念事業に係らず開催する意欲がお互いにあり、
翌年に感染症対策を徹底して、議会報告会の代
替えとして、第１回高校生議会が開催された。



高校生議会
企画・運営

• 議会改革特別委員会に「高校生議会部会」を設
置し、市内３つの学校側と協議を進めた。

• 「高校生議会実施要領」を作成し、それに伴い
開催した。

• 令和３年度の第１回、令和４年度の第２回で開
催方法を変更したが、どちらも小グループに分
かれて高校生からの意見を聞き、内容を取りま
とめた。

• 令和５年度は12月26日に土山教授の助言で新た
な方法で開催。令和６年度も12月に開催予定。



高校生議会

内容（第１回）

• 知立高等学校 「LGBT の生徒に対する対応につ
いて」

• 学校法人山本学園 「知立の交通整備」

• 知立東高等学校 「市内の子どもたちの縦のつ
ながりと教育について」

→高校生議会の開催結果や、高校生の意見に

ついてまとめ、知立市長に報告した



高校生議会

内容（第２回）

高校生議員と市議会議員が5つの委員会に分かれ、各委員
会に付託された協議テーマについて調査・協議(意見交換)
を行った。委員会では、高校生が事前に調査した内容を報
告し、その内容について議員を 交えて意見交換を行い、
その内容を提言としてまとめた。

• LGBT検討委員会…教育現場から理解を深める改革を

• 選挙検討委員会…選挙の投票率向上について

• 税金検討委員会…税金(ふるさと納税など)について

• 知立市の開発検討委員会…知立駅周辺とその他の地域の
開発について

• 多文化共生検討委員会…外国人との共生について



高校生議会

内容（第３回）

⚫ 法政大学土山希美枝教授にファシリテーターとしてご参
加いただき、若き市民である高校生の意見を対話のテー
マとして、議員を交えて協議を行った。

⚫ 形式的な一般質問のようなやり取りではなく、高校生と
議員が生のやり取りをすることによって、様々な意見が
活発に出てきた。

⚫ 高校生にとって、「議会や議員を身近な存在と感じるこ
とができた」、「自分たちの意見が反映されるとうれし
い」など、前向きな感想が多くみられた。

⚫ 令和６年度も第４回を12月に開催予定。



自治日報
令和6年1月22日号



自治日報
令和6年
3月25日号
3面



この他、知立市議会の議会改革
の取り組みは、ガバナンス2022
年1月号にも掲載されています



知立市議会のオンライン
議会改革の取り組みは、
地方議会人2023年２月号
にも掲載されています



３９．議会改革年表



ご清聴ありがとうございました

知立市議会
議会改革特別委員会


